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各種健診（検診）について

 

特定健診 

健 診 内 容: 尿検査、血圧測定、身体計測（身長・体重）、問診、腹囲測定、診察、血液検査  

医師の判断による検査（貧血検査・心電図検査・眼底検査） 

[集団健診限定実施] ４０～４９歳の方：心電図検査・眼底検査 

６５～７４歳の方：血清アルブミン検査 

自己負担額: 無料 

持 ち 物: マイナ保険証または国民健康保険資格確認書、各種健(検)診受診券[ピンク色] 

当日の早朝尿(健診会場で採尿も可) 

 
〇生活習慣病の原因ともなるメタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群)の早期発見を目的に 

実施します。 

〇治療等で通院されている方も特定健診の対象です。主治医にご相談の上、受診してください。 

〇大仙市国民健康保険以外の保険加入者とその扶養家族の方の特定健診については、ご加入の保険者に 

お問い合わせください。 

〇令和９年３月３１日時点で４０歳～７４歳の大仙市国民健康保険加入者が対象になります。 

 
今年度４０歳になられる大仙市国民健康保険にご加入の方へ 
 

初めて特定健診の対象となる４０歳の方には、健康づくりを目的に、生活習慣病予防のための食事に関する 

健康通信を別途送付します。ご自身やご家族の健康の維持・増進にお役立てください。 

後期高齢者健診 

健 診 内 容: 尿検査、血圧測定、身体計測（身長・体重）、問診、診察、血液検査 

自己負担額: 無料 

持 ち 物: マイナ保険証または後期高齢者医療資格確認書 

各種健(検)診受診券[ピンク色または黄緑色] 

当日の早朝尿（健診会場で採尿も可） 

 

マイナ保険証による資格確認について 

マイナンバーカードを利用して資格確認を行うためには、事前に保険証としての利用登録

が必要です。利用登録を行っていないマイナンバーカードは、資格確認ができません。 

利用登録を行っていない場合は、資格確認書が発行されておりますので、ご確認 

ください。詳しくは、「マイナンバーカードの健康保険証利用について」をご覧ください。 
 

厚生労働省：マイナンバーカードの健康保険証利用について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_08277.html 

 

後期高齢者医療制度へ切り替わったら、 

後期高齢者健診を継続して受診しましょう！ 

 

  

胃がん検診（内視鏡検査/申込制） 

胃内視鏡検査の禁忌 

 ①咽頭、鼻腔などに重篤な疾患があり、内視鏡の挿入ができない方 

 ②呼吸不全のある方 

 ③急性心筋梗塞や重篤な不整脈などの心疾患のある方 

 ④明らかな出血傾向またはその疑いのある方 

 ⑤収縮期血圧が極めて高い方 
高血圧治療中の場合、検査直前に血圧を測り、受検の可否を判断いたします。 

降圧剤処置後に胃内視鏡検査を行うことは可能ですが、急激に血圧を降下させることはリスクを伴います。 

 ⑥全身状態が悪く、胃内視鏡検査に耐えられないと判断される方 

対象者は以下のとおりです 
 51 歳 （昭和 50 年 4 月 2 日～昭和 51 年 4 月 1 日生） 

 53 歳 （昭和 48 年 4 月 2 日～昭和 49 年 4 月 1 日生） 

 55 歳 （昭和 46 年 4 月 2 日～昭和 47 年 4 月 1 日生） 

 57 歳 （昭和 44 年 4 月 2 日～昭和 45 年 4 月 1 日生） 

 59 歳 （昭和 42 年 4 月 2 日～昭和 43 年 4 月 1 日生） 

次の項目に当てはまる方は、胃内視鏡検査を受けることができません。 

①胃内視鏡検査に関するインフォームド・コンセントや同意書の取得ができない方 

②妊娠中の方 

③疾患の種類にかかわらず、入院中の方 

④消化性潰瘍などの胃疾患で受療中の方 

⑤胃全摘術後の方 

申込方法 
胃がん検診を登録している対象者の方へ、各種健（検）診受診券【ピンク色】に、「令和８年度 胃がん検診 

(胃内視鏡検査)のお知らせ」を添付しております。内容をご確認のうえ、お申込みください。 

※胃がん検診が未登録の対象者の方には、別途案内を送付します。 

検 診 内 容： 問診、胃内視鏡検査（胃カメラ） 

自己負担額： 2,000 円 

持 ち 物： 受診券、受診票（記入して持参ください）、同意書 

      マイナ保険証または資格確認書、お薬手帳 
※受診券、受診票、同意書等の必要書類は 

受診の申込みをされた方へ別途送付します  

注 意 事 項： Ｘ線検査と内視鏡検査のいずれか 1回の受診になります。 

           内視鏡検査は、集団検診では受診できません。 


